
1.発生動向 3.栗原支所より
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栗原支所管内定点数：＃は３施設。それ以外は２施設

２．施設対応状況   （過去２週間における支所対応状況）

対応状況 ◎ ◎ ー

◎：複数対応中、〇：対応施設あり、ー：対応無し
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＊「1.発生動向」の解釈について

・上段は圏域全体で一週間に診断した患者数
・下段は一つの定点（医療機関）において一週

間に診断した患者数
・下段の定点当たりの数値を表右側の判断基

準と照らし合わせて評価してください。
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【全数報告疾患】
2類：結核 男性1名

3類：腸管出血性大腸菌感染症 女性1名
※全数報告疾病…すべての医師から届け出が必要な疾病

【 定点把握対象疾患 】
• 新型コロナウイルス感染症は増加しました。

• 感染性胃腸炎は減少しました。

• 水痘の発生は継続しています。

• 手足口病は警報レベルが継続しています。

• ヘルパンギーナも警報レベルが継続しています。

【 集団発生情報 】
高齢者施設の新型コロナウイルス感染症については先週に

引き続き対応しているほか、新たに１件発生しました。また、

保育所の手足口病の対応を継続しています。感染対策に努

めましょう。

【 感染症コラム～急性出血性結膜炎～ 】
• 主にエンテロウイルスとコクサッキーウイルスによって引

き起こされる、激しい出血症状を伴う結膜炎です。

• 症状としては、突然の強い目の痛み、異物感、羞明などで

始まり、結膜の充血、特に結膜下出血を伴うことが多く

なっています。全身症状としては頭痛、発熱、呼吸器症状

などがみられます。

• 主な感染経路は接触感染で、感染力は非常に強く、患者

の眼や顔を触った手で触れたものを介して感染します。

• 流水・石けん手洗いの励行、タオルなどの共用を避けるこ

とが重要です。アルコール消毒が効きにくいため、次亜塩

素酸ナトリウムの使用が望ましいです。また、熱や乾燥に

弱いため、煮沸消毒も有効です。
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